
守秘義務について
地域包括支援センター職員には、守秘義務（秘密を守
る義務）があります。
寄せられた相談の内容によっては、適切なサービスや
機関、制度の利用につなげていきますが、その場合は、
ご本人やご家族に承諾をいただいたうえで、対応します。
また、「ご近所の人の様子が気がかり・・・」などの相談
の場合も、「誰から相談が寄せられたのか」という点につ
いて秘密を守ります。
ご本人、ご家族のほか、ご近所で様子が気になる人が
いる等の場合も、ご相談ください。
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～室戸の子交流大会～

※ 各小学校へチラシと参加申込書を配布予定です。

室戸市民生委員児童委員協議会

★就労支援・・・あなたに合った仕事を一緒に探します

★就労準備・・・仕事に就くための力をつけます

★家計相談・・・お金のやりくりを一緒に考えます

★他機関へつなぐ・・・他機関と協力して課題を解決します

★食糧支援・・・一時的に困っている方に食べ物を支援します

仕事がなかなか
決まらない

室 戸 市 生 活 支 援 相 談 セ ン タ ー
室戸市生活支援相談センターは生活全般の困りごと・心配ごとに関する相談窓口です。当センター

では、相談者ご本人が自分の意思で自立に向けて行動しようとすることを支援していきます。お話を

丁寧に聴き、問題を整理して、必要な支援を受けられるようサポートします。同時に支援者同士の

ネットワークを作り、相談者の抱える困りごと解決に向けて一緒に取り組んでいきます。

相談員不在の場合がありますので、お電話にて予約をしていただけたら確実です。

訪問による相談受付も可能です。

TEL：22-2660（8：30～17：15 土日祝を除く）

まずはご相談ください。お困りごとを聞き、自立に向けたプランを作成します。

就労支援ではハローワークへの同行や
履歴書の書き方・面接の受け方指導等
を行っています。社会参加に必要な生活
管理や社会参加能力の習得を行う就労
準備支援等も、必要に応じ組み合わせ
て提供します。

生活が立ちいかなくなる困りご
との要因は、その方によって様々
な背景があります。

今後生活が困窮する
可能性がある

食べるものがない

困っているけど相談場所が
わからない

家に引きこもっている お金のやりくりが
うまくいかない

高齢化が進み、介護を必要とする方が増加しています。これに伴い、男女を問わず、ご家族の介護

をおこなう方も増えてきました。介護に直面した方のなかには「本当は働き続けたいが、介護の
ために離職せざるを得ない」と、仕事をやめてしまう方も見られます。
また、現在、介護をおこなっていない方にとっても、介護はいつ始まるか分からないものです。明日、

突然やってくるかもしれません。

介護保険制度などの概要を把握しておくこと、また、介護に直面した時に相談できる窓口を知って

おくことは、仕事と介護を両立するポイントになりますのでご紹介します。

相談窓口の1つとして、地域包括支援センターを
ご活用ください。

介護保険の仕組みや、地域にどのような介護サービスがある
かなどについてご説明します。介護保険サービス利用のために
必要な申請手続きの代行などもおこなっています。
また、介護を必要としている方が入院している場合は、病院

に地域医療連携室や医療相談室があれば、相談員が退院後のこ
とも含めて相談に乗ってくれます。

介護保険サービスを利用するには、要支援・
要介護認定を受けるための申請が必要です。

申請をおこなってから認定結果がでるまでの期間は、原則として
申請日から３０日以内とされています。ただし、決定された要介護
度は申請日にさかのぼって有効となりますので、申請時点から介護
保険サービスを利用する場合もあります。

たとえば、退院が２週間後に決まり、家に戻った後、介護が必要
になりそうな場合は、入院中に要介護認定の申請をおこないましょ
う。そして、退院後の自宅での生活に向けて、病院の退院支援担当
者も交えて相談し、必要な介護保険サービス、住宅の改修、福祉用
具の活用などについて一緒に検討していきましょう。

～仕事と介護の両立に向けて～

上記のほか、介護保険サー
ビスの内容や料金に関しても、
お問い合わせください。

室戸市地域包括支援センター
TEL：２２－５１５８

 （8：30～17：15 土日祝を除く）

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

日時：令和7年8月8日（金）

9：30～14：30
場所：室戸市保健福祉センター

やすらぎ 「きらきらひろば」

寄付のお礼
缶詰などの食料品

室戸岬地区更生保護女性会 様
匿名1名 様

家電製品・古切手

匿名2名 様

相談に行けば、
すぐに介護保険
サービスが利用
できますか？

仕事をしながら介護
をすることが難しくな
り、介護に関するさま
ざまな不安があります。
どこか相談できるとこ
ろはありますか？
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令和６年度 室戸市社会福祉協議会 事業報告

〇福祉基金運営事業

賛助会員 ８５名 特別会員 １１名

〇法人運営事業

理事会 ３回 評議員会 ３回 監査会 １回

事務効率向上の推進

関係機関・団体との連携強調

法律相談事業（ひまわり基金）への協力

福祉基金及び会員・会費制度の理解促進

広報活動の充実(社協だよりの毎月発行/関係団体の福祉活動の紹介

と理解促進/ホームページの充実)

法外援護の推進（行路者の援護１件）

行政との連携強化

〇法人後見事業

受任件数 ５件（後見４ 保佐１）

受任件数 累計 １２件（後見１１ 保佐１）

終了件数 累計 ７件

〇中核機関

成年後見制度利用促進法に基づいて、認知症、知的障害、精神障

害等の判断能力が十分でない者の権利を尊重し、援護するため、成

年後見制度を円滑に利用できるよう必要な支援を行い、もってこれ

らの者が地域で安心して暮らせる社会の実現を図ることを目的とし

ます。

相談 ６件（うち支援対応 ６件）

広報 ２回

〇生活福祉資金貸付事業
低所得世帯に対する本事業利用による自立更生の促進
貸付状況：１件（福祉費１件）

相談状況：相談者 １０３人 延１８６件
長期滞納者の調査と償還督促（残高通知 ２回 文書督促 ２回）

〇社会福祉活動

医療・介護・福祉ネットワークづくり事業

室戸市ネットワーク会議の開催（２回）

関係機関団体の運営活動指導

高齢者福祉の推進（小・中学校福祉体験学習の実施指導）

〇日常生活自立支援事業

高齢者や障害者の方などが、福祉サービスの利用や金銭管理など

日常生活に必要なことについて、自分ひとりで判断する事が難しく

なり困っている場合に、安心して日常生活が送れるように、専門職

員や支援員がお手伝いする事業です。

利用者数 ４９名

〇ボランティアの育成

ボランティアセンターの設立（平成３０年３月２０日）

子ども食堂支援（１２回）

〇室戸市民生委員児童委員協議会との連携強化の推進

○共同募金・歳末助け合い募金運動と地域福祉の増進

ボランティアセンターの設立（平成３０年３月２０日）

子ども食堂支援（１２回）

令和6年度
室戸市社会福祉協議会 決算報告

収 入 決算額（円）

事

業

活

動

会費収入 225,000

分担金収入 2,648,150

寄付金収入 0

補助金収入 30,437,635

受託金収入 81,553,881

事業収入 1,337,700

介護保険事業収入 59,905,337

障害福祉サービス等事業収入 3,490,220

雑収入 1,008,758

受取利息配当金収入 47,845

その他の収入 3,065,650

そ
の
他

の
活
動

積立資産取崩収入 100,000

その他の活動による収入 7,314,600

前期末支払資金残高 17,882,216

合 計 209,016,992

支 出 決算額（円）

福祉基金運営事業 897

法人運営事業 40,795,602

生活福祉資金貸付事業 3,987,670

地域福祉活動事業 596,841

日常生活自立支援事業 4,844,844

訪問入浴事業 0

配食サービス事業 10,751,807

デイサービス事業 54,914,492

生活支援体制整備事業 5,736,310

生活支援ボランティア活動事業 278,176

成年後見制度中核機関事業 15,405

生
活
困
窮
者

自
立
支
援

事
業

自立相談支援事業 7,401,887

家計改善支援事業 4,018,080

就労準備支援事業 4,958,782

総合相談支援事業 39,908,222

第1号介護予防支援事業 510,450

権利擁護事業 96,677

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 252,926

介護予防支援事業 5,958,695

障害者相談支援センター 7,001,654

補助金等返還金 1,734,437

繰越金 15,253,138

合 計 209,016,992

令和６年８月８日、宮崎県沖の日向灘でマグニチュード７．１の地震が発生し、８月８日から８月１５日までの間、南海トラフ地震臨時情報が
気象庁から発表され、令和７年１月には南海トラフ地震の発生確率も３０年以内に「８０％程度」へ引き上げられました。本会は大規模災害
時にはボランティアセンターの立ち上げや運営を行うこととなっているため、これまで以上に防災への取り組みの強化策として、本会、民児
協及び日赤室戸市地区の３者合同研修会を開催し、南海地震の基礎知識、室戸市の防災対策及び災害ボランィアセンターについて学ぶ
など今後に備える取り組みをしました。
さらに、地域や職場の人たちと協力して災害への備えや防災訓練を進めるためのリーダーとしての防災士２名の養成を行いました。
そして、地域共生社会の実現に向けての取り組みとしては本年度も室戸市ネットワーク会議を二度開催し、市内の関係機関や専門職が、
各種制度や要支援者の情報共有の重要性を理解し、協力関係を構築するなど要支援者に対して迅速かつ適正な見守りや支援が行える体
制の強化を図りました。
また、地域包括支援センターにおいては、地域ケア個別会議を毎月開催し、多様な関係者で個別事例を検討することを通して、介護支援
専門員による自立支援や重度化防止に資するケアマネジメント実践力向上、加えて、高齢者の実態把握や地域の高齢者等に全体的に影
響を与えると考えられる課題の把握を行いました。
一方、デイサービスセンターにおいては、利用者の減少や物価高騰等の影響により経営状況は大変厳しい状況となりました。
各種の事業については、多様化する住民ニーズに対応できるよう、行政や関係機関・団体等との連携と協力を得るとともに、研修会へ参
加するなど職員の資質向上を図りながら各事業の推進に取り組みました。

〇訪問入浴事業
在宅でのねたきり高齢者等の入浴困難者に対する入浴車の派遣
※介護職員が確保できず休止中

〇配食サービス事業
在宅での食事づくりが困難な要援護高齢者に対する週２回の配食

サービス

実施状況 ２０４日
利用者数 １７６人 延食数 ９，２８７食

〇デイサービス事業
実施状況 ２５５日 延通所者数 ６，０４８人

〇生活支援体制整備事業
日常生活圏域ごとに「生活支援コーディネーター」と「協議体」

を配置して、地域住民の互助による助け合い活動を推進することで、

地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりの推進。
第２層協議体 各地区１回 計５回開催

（室戸岬・佐喜浜・室戸・吉良川・羽根）

第１層協議体 １回

〇生活支援ボランティア活動事業（くらサポ）
市民の参加と協力により、６５歳以上の者及び介護保険第2号被

保険者が困ったときに住み慣れた家や地域で暮らし続けられるよう

に、生活支援サービスを有料で行い、住民相互の支え合い活動を促
進することを目的とする。
利用会員数 ４２名（うち新規１６名）

協力会員数 ３４名（うち新規 ８名）
活動件数 ５１６件

〇生活困窮者自立支援事業
 これまで十分ではなかった、生活保護受給者以外の生活困窮者
（単純な経済困窮のみならず、多重債務やうつ病、対人不安、地域

とのつながりが原因で生活に困っている方）に対する支援を拡充す
るもので、平成27年4月からは、全国に相談窓口が設置されていま
す。また、生活保護の受給が必要な方に対しては、適切に生活保護

制度につなげるとともに、生活保護から脱却した後の生活への支援
も行います。
 平成26年度から、室戸市から①自立相談支援事業、②就労準備支

援事業、③家計改善支援事業を受託しており、生活困窮者の支援を
行っています。
新規相談件数 ２７件

利用者数 自立相談支援 新規 ３名
継続 ８名（うち終結 ３名）

家計改善支援 新規 ３名

継続 ４名（うち終結 １名）
支援調整会議 ６回 １１件

〇障害者(児)相談支援事業
相談支援専門員が障害のある方やその家族からの相談を受け、

様々な情報の提供や助言、及び福祉サービスを受けるための手続き

等をお手伝いします。
・基本相談 窓口による相談や家庭訪問による相談を行い、様々

な情報の提供や助言を行います。

・特定相談 福祉サービス等を利用する場合にサービス等利用計
画を作成し、定期的に評価と見直しを行います。

・障害児相談支援 障害児の通所サービス等支援利用計画を作成

し、定期的に評価と見直しを行います。
特定相談契約者数 ５１名 障害児相談契約者数 １６名
（２名重複あり）

〇室戸市地域包括支援センター
室戸市地域包括支援センターは、第９期室戸市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画の基本理念である【健康長寿のまちづくり～地域共生社会

の実現に向けて～】を踏まえ、高齢者等が住み慣れた地域で安心して尊厳
あるその人らしい生活を継続することができるよう、地域包括ケアシステ
ムを充実させるための取り組みをおこないました。

○令和６年度重点目標
地域にはいわゆる「８０５０」や「ヤングケアラー」といった複数の支

援対象者が存在しており、多種多様な困りごとを解決するためには、高齢

者福祉分野だけでなく各種関係機関と連携し適切な機関・制度・サービス
に繋ぎ支援する必要があります。室戸市地域包括支援センターでは、来所
相談や電話相談、戸別訪問等から高齢者やその家族の心身状況等の生活実

態を把握することで隠れた問題やニーズ等を発見し、課題の早期発見、早
期支援に努めました。
また、高齢者の心身の状態の変化に応じて、介護保険サービスのみなら

ず、地域の保健・医療・福祉サービスやボランティア活動、支え合い等の
多様な社会資源に結びつけることを目指し、切れ目のない支援を提供でき
るよう関係機関との連携を図りました。

〇介護予防ケアマネジメントの実施
・自立支援・介護予防の推進に向けた取り組み

介護予防給付実績
認定者数 要支援１ １，８１２人 要支援２ ２，３９６人
介護予防給付管理数 １，４４５件（うち新規 ６５件）

総合事業請求管理数 ６４８件（うち新規 １７件）
介護予防支援業務 対応延人数 ４，８６５人

〇総合相談支援事業

相談件数 実件数 １，７６６件 延件数 ２，９３２件
内容 介護 〃  １，１２１件 〃  １，９０２件

権利擁護 〃  １４４件 〃  ３２９件

高齢者虐待 〃  ２４件 〃  ７６件
医療・介護連携 実件数    １７６件 延件数  ２４３件
実態把握 〃   ７９件   〃    ８７件

認知症初期集中支援 〃  ２０件   〃  ２４件
その他 〃  ２０２件   〃    ２７１件

〇権利擁護事業

日常生活自立支援事業、成年後見制度等活用の促進と支援
・成年後見制度の審判の申立てについて相談受理したケースは２件
高齢者虐待の相談・通報・届出件数５件（被虐待者実人数４人）

消費者被害等の防止・啓発
支援困難事例の対応

〇包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

アンケート等による介護支援専門員のニーズ調査
ケアマネひろばの開催  ５回（参加者数 延 １２１人）
研修会や事例検討会等の開催  ５回（参加者数 延 １２１人）

個別相談実件数 ６７件
ケアプラン点検への参加  １事業所
サービス担当者会議の開催支援 ２１件

ケース会議の開催  ３件
同行訪問  ５件

〇地域ケア会議

地域ケア個別会議の主催 １０ 回（検討ケース：１０ 件）
生活支援コーディネーター等との地域課題検討会：１１ 回
地域ケア推進会議の開催

き ね づ か ん
昔とった杵柄？！のご紹介！

き ね づ か ん

あっちゃん 95歳
「趣味で編み物をしています。お
嫁さんや友人にプレゼントする
ことが楽しみです！」

いろんな色の帽子がありました。
クマのぬいぐるみにも
とっても似合っていますね♪

安芸ひまわり基金法律事務所

無料法律相談のお知らせ

日時 ： 令和7年７月8日（火）
13：30～16：30

場所 ： 安芸ひまわり基金法律事務所    

（安芸商工会議所2階）

受付 ： 0887-35-8200

      （平日9：00～18：00）

要
予
約
！

1
人
30
分

ま
で
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